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各 位 

2017年1月10日
サイバネットシステム株式会社

ビッグデータ可視化ソリューション「BIGDAT@Viewer」
最新バージョン V1.2 リリースのお知らせ 

データ解析専門知識は不要！大規模データを高速処理してMAP表示 
直感的なデータ分析（0次分析）をサポートする機能を更に強化 

 
サイバネットシステム株式会社（本社：東京都、代表取締役 社長執行役員：田中 邦明、以下「サイバネット」）

は、当社が開発・販売・サポートするビッグデータ可視化ソリューション「BIGDAT@Viewer（ビッグデータビュ

ーアー）」最新バージョン「BIGDAT@Viewer V1.2」の販売を2017年1月10日から開始することをお知らせします。 
 

BIGDAT@Viewer とは 
 

IoTの活用が急速に広がる中、実験データや工場の機器ログなど、膨大な数値データが収集される一方、専門家

以外のスタッフがデータの意味を読み解くことはますます難しくなっています。BIGDAT@Viewerは、統計学の専

門知識がなくても簡単にビッグデータを可視化することができ、新しい知見の発見を支援するソフトウェアです。

様々な属性を使用してデータ間の類似性をMAP化し、データの全体構造を直感的に把握することで、属性間の相関

の発見に結びつく「気づき」を得ることができます。 
 
① ３ステップでMAP表示まで！CSV形式での簡単なデータ取り込みとスムーズな MAP 表示 

CSV形式でデータを取り込み、データフォーマットの自動チェックや各属性の分布傾向の分析、MAP作成までの

一連の処理を３ステップ（①データ取り込み、②分析設定、③「作成」ボタンでMAP化）で行うことが出来ます。 
 
② 多様な分析機能 

簡単なマウス操作で、表示されたMAPの分析を直感的に行うことができます。また、作成したMAPのグループ

間での共有や閲覧制限など、管理者による細かい権限設定もMAP単位で可能です。 
 

③ データの全体像把握から故障分析、機械学習等に 

 IoT データの全体構造の把握： 
類似した傾向を持つデータが MAP 上に島構造を形成。一目でデータ全体の構造把握が可能に。 

 故障要因分析： 
サンプル数が少ない異常データなども、正常データとの相関関係確認によって仮説立案が可能に。 

 機械学習での活用： 
学習データとしてふさわしくない外れ値についても直観的に選定や抽出が可能に。 

 

ユーザー様からのご要望に応えたＶ1.2での機能強化内容 

 

直感的なレポーティング機能の向上 

特定の条件を満たす結果に寄与している可能性のある説明変数を

探したい場合に、目的変数（属性）の指定された値や範囲に対応する

属性のリストを一括表示できるようになりました。 

 

ヒートマップ表示機能の追加 

属性値の大小の分布がフィルタ機能を使わずに一目で把握できる

ようになりました。従来のようにスライダー操作で値の範囲を指定し

なくても、データの分布構造をヒートマップ形式で見渡すことができ

ます。（図１） 

 

図１：ヒートマップ表示で分布傾向が一目瞭然 
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マップ表示精度の改善 
マップ作成ロジックの改善により、近接したデータの関係性をより詳細に把握できるようになりました。（図２） 

 
クラスタ表示およびフィルタ機能の改善 

クラスタの表示濃度が含有データ数に応じて変化するようになり、分布傾向が見やすくなりました。また、フィ

ルタ条件に対応するクラスタについても、一致率に応じた濃度で表示するようになりました。（図３） 
 

多彩な特徴スコア表示モード 
従来の特徴スコアの上位ランキングの表示に加えて、下位ランキングの表示もできるようになりました。また、

2つの領域間の特徴スコアの差分や、着色クラスタと無色クラスタの差分も表示できるようになり、各データ集合

の特徴の違いを個別に見比べる手間がなくなりました。（図４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「BIGDAT@Viewer」の詳細については、製品 Web サイト（http://www.cybernet.co.jp/bdv/）をご覧ください。 
 
 
サイバネットについて 

サイバネットシステム株式会社は、科学技術計算分野、特にCAE（※）関連の多岐にわたる先端的なソフトウェアソリューションサービスを

展開しており、電気機器、輸送用機器、機械、精密機器、医療、教育・研究機関など様々な業種及び適用分野におけるソフトウェア、教育サー

ビス、技術サポート、コンサルティング等を提供しております。具体的には、構造解析、射出成形解析、音響解析、機構解析、制御系解析、通

信システム解析、信号処理、光学設計、照明解析、電子回路設計、汎用可視化処理、医用画像処理など多様かつ世界的レベルのソフトウェアを

取扱い、様々な顧客ニーズに対応しております。 
 サイバネットシステム株式会社に関する詳しい情報については、下記Webサイトをご覧ください。 

http://www.cybernet.co.jp/ 
※CAE（Computer Aided Engineering）とは、「ものづくり」における研究・開発時に、従来行われていた試作品によるテストや実験をコンピ

ュータ上の試作品でシミュレーションし分析する技術です。試作や実験の回数を劇的に減らすと共に、様々な問題をもれなく多方面に亘って

予想・解決し、試作実験による廃材を激減させる環境に配慮した「ものづくり」の実現に貢献しております。 

 

本件に関するお問い合わせ  サイバネットシステム株式会社 

 

 内容について 

ビッグデータソリューション開発センター／矢野 

TEL：03-5297-3719 E-MAIL： bigdata@cybernet.co.jp  

 報道の方は 

営業推進部／平澤 

TEL：03-5297-3094 E-MAIL： prdreq@cybernet.co.jp 

図２：詳細構造がより明瞭になったマップ表示 図３：含有データ量の違いが濃淡で判る 図４：データ集合が分かれる要因を 

特徴スコアの差で表示 


